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桜井あけみ 議会レポート            

＊うれしい報告・国保病院に新しいお医者さんが

いらっしゃいました！内科は３名体制へ！ 

安心できる町の病院、大切に！ 

 
 

 文中の誤字脱字
については、お許
しください。 
  あらかじめ 
 ごめんなさい。 

１ 

議会報告会！？ 
 
道外視察では「議会報告会」 
を実施されている自治体 
議会の話を聞いてきました。斜里町でも現在、「議

会報告会」の実施を検討しています。確かに、必

要な事ですが・・さて？実施されたときにみなさ

んは、この報告会に足を運んで戴けますか？ 
どこの議会でも参加者が少ないこと 
で悩んでいました。実施する場合の 
内容やタイミング、周知など課題は 
多いと思いました。 

みなさん、こんにちは 
 

９月議会は９月１８日から２０日で本会議が開催されました。 

春は大風と、連休の大雪と、７月の雨不足、一変して８月の長雨とお

天気が気がかりです。 

それでも、９月議会の町長からの町政報告の中では、あまりおおきな

落ち込みもなく、畑も漁業も少し安心の数字が報告されました。 

観光も大きな減少もなく夏は過ぎたようです。 

 

しかし、各地で異常気象・・今までとは大きく違ってきている中で被

害が続いています。 

 

竹富町、弘前市との交流事業も盛んに行われ、物販も盛況でした。 

議会ではゴミ処理場の課題解決のための特別委員会が何度も開催さ

れ、調査が行われています。 

 

公営住宅の建設も着々と進んでいます。 

斜里中学校の耐震改修工事も進み、これから図書館の建設がいよいよ

始まります。 

新しく建て替えられる予定の､消防庁舎建設へむけての協議も始まり

ました。 

ウトロの雇用促進住宅は､町の賃貸住宅として希望者があれば、どな

たでも（住民票やいくつかの約束は必要ですが）１０月から入居でき

るようになります。 

 

９月議会で決まったこと、話し合われたことなどについて、桜井の視

点も交えて報告します。 

イヌサフラン（コルチカム） 
 
そろそろ、庭に咲き始めます

ね。春には葉っぱだけが出て

きます。行者ニンニクと間違

えてしまうこともあります

が、毒があります。ユリ科・

です。 

 

思うこと・・これまで、当たり前のように捨てて

いたものが、実は処理できずに､場合によっては

機械の破損につながるかも知れない・・私たちが､

現代社会で生きていく中で､ゴミの問題は避けら

れないこと。 

ごみゼロを目指すのは不可能に近く、自分の家だ

け考えても難しい状態です。それでも、なんとか

減らしたい。リサイクルできるものはリサイク

ル。リユースできるものはリユースに。 

長年続けている生ゴミ自家処理は？ 

リユースになるのだろうか？ 

最近はこうしてゴミが気になる 

この頃です・・。 

１０月から新しい分別が始まり 

ます。さらに、リサイクル！ 



ゴミ処理場のこと、ちょっと整理して書いてみます。 
 

町の人の声の中には「あれ？ちょっと違うかな？？」と言うお話を聞くこともあります。 

確かに、稼働したばかりなのに、いろいろ問題の出てきているエコクリーンセンターです。 

どこが、どんな問題で、どう解決しようとしているのか・・できるだけ分かりやすくお伝 

えします。できれば、６月議会のレポート NO・２７の記事も参考にしてください。 

＊ エコクリーンセンターの４施設と、関連する病院ボイラー施設について説明します。 
＊ バイオボイラーAと Bはメーカーが違います。 

２ 

最終処分場に水が貯まってる！ 

粗大ゴミ置き場にゴミがいっぱい！ 

●冬の大雪、春の大雪、そして平年の降水量をこえた雨のた

めに処理能力を越えてしまった。が、徐々に減ってきている。 

●以久科の処分場がいっぱいになって使えなくなったとき

に、清里町と小清水町に斜里町のゴミを処理してもらってい

ました。その時の約束で、小清水町のゴミを同量処理する約

束でした。その分と、春の大風によって壊れた家屋、家財、

折れた樹木など、粗大ゴミが増えてしまいました。小清水町

のゴミ処理も終わりましたので、徐々に処理できています。 
生ゴミの高速堆肥化施設！ 

課題・生ゴミの水分が当初の計

画より多くて、発酵しない！堆

肥温度もなかなか上がらない。

冬期間はもっと深刻 

課題・処理できない金属やガラ

スの混入があるので、１０月か

ら分別でそれらが混じらない

ように対応。 

●バイオ 
 ボイラーＡ 

病院のバイオ 
 ボイラーＢ 

課題・このボイラーに生成物ペレットだけを使うとダイオキ

シンが発生するので、４：６の割合で木質バークを混ぜて燃

やす。しかし、生成物燃料の使用量が減るので､余る。そこ

で、生ゴミの施設のバイオボイラーＡで使うことに。 

●バイオ 
 ボイラーＡ 

木質バーク 
★木質バークと生成物ペレットを混ぜる機械を設置するこ

と 
その予算が今回計上されました。 

★病院のバイオボイラーと高温高

圧処理のバイオボイラーはメーカ

ーが違います。価格が安く大きさ

も小さく、実証実験では有害物質

は発生しませんでしたが、温水ボ

イラーとして設置したところ、ダ

イオキシンが基準値を超えてしま

いました。 

★生ゴミ施設にバイオボイラーを

設置して熱を供給することで、発

酵温度を確保して、なおかつ水分

も乾燥させる効果があるとして、

今回はそれをしっかり調べるため

の予算を計上しました。高温高圧

で作られる生成物燃料もここで消

費できます。 

課題・ゴミ処理で作られた燃料が

消費できなくなってしまうことは

大きな問題。 

混ぜる機械 

●その対策で 

●燃料をここで使う 

●この循環は

当初の計画通

り順調に稼働 

一般ゴミの高温高圧処理 
生
成
物
燃
料 

ペレットにする

までは粉の状態

で保管します。 

これから設置する計画 



ゴミ処理施設について今回の議会で確認したこと  
＊ 今回の改善計画の内容で、交付金が取り消されたりしないのか？「北海道にも確認して問題ない」 
＊ 施設稼働にかかる経費は､当初の計画と比べてどうなのか？「当初の計画よりも抑えられている」 
＊ 高温高圧に使うボイラーの燃料効率はどうなのか？「重油の使用料が減るなど､効率は良い」 
 などについて確認できました。私は、斜里町が一般ゴミの処理方式を、高温高圧方式にし

たことに間違いはないと思っています。これまで、長い間埋められてきたゴミを、処理し

て燃料として利用することで化石燃料の使用を減らすことができること。もちろん、新し

いシステムのリスクはありますが、課題解決に向けて動いていくための、今回の補正予算

に賛成しました。今後の調査、設計に期待します。 
＊今後は、こうした解決策がしっかりと機能を果たしていくのか、さらに循環型を目指すた

めに斜里町としてどんなことができるのか、そして経費の削減をはかる努力を確認して行

きたいと思います。 

３ 

そのほかに９月議会で決まったこと､協議されたことなど 
 

＊ 防災計画の改定を専門コンサルに委託します 
平成２０年３月に策定された計画ですが、３月１１日の震災を踏まえての改訂になります。私は改訂内

容についてはパブリックコメント（町の人の意見公募）を実施すべきだと思います。 
 
＊ 風疹ワクチンの接種料金助成が実施されます 
６月議会の一般質問でも言いましたが、対象となる人たち、生まれて 
くる赤ちゃんのためにもワクチンの接種代金が助成されます。ぜひ、 
対象となる方は積極的に接種を受けてください。 
 
＊ 災害復旧費、道路補修、そして９月８日の台風による被害の復旧費などが計上 
最近のゲリラ豪雨、あるいは暴風雨による被害が続いています。気象情報や町から発信 
されるホットメール＠しゃり などの情報をしっかりと確認して、隣近所の人にも声を 
かけるなど日頃からの備えを確認しましょう。 
 
＊ 子ども・子育て支援制度が新しくなります 
新システムになる前に、斜里町での保育、子育てに関する調査などを行うために 
「子ども・子育て会議」を設置して、意見や考えをまとめていきます。 
とかく、都市を対象に考えられるシステムのような気がしますが、できるだけ、 
斜里町にとって子育てしやすいシステムになるように、議論が必要だと思います。 
 
＊ 第６次総合計画の策定状況についての報告がありました 
町民参加で行われている総合計画ですが、大変な作業だと思います。また、行政職員と一緒に策定する

と言う難しさも感じました。今年度中の完成を目指しています。 
 
＊ ウトロと斜里漁港の関連施設建設計画について報告がありました 
ウトロの新しい港の完成が平成２７年度に供用開始されるので、漁協の荷さばき施設、貯氷施設などが

建設されます。ウトロ漁港は２階建ての大きな人工地盤となり駐車場の他に､作業が上から見ることの

できる施設になります。 
 
＊ 町からはヒグマ対策に関する対策を知床財団に委託しています。今年は「ヒグマへのえさやり禁止

キャンペーン」など野生動物に対する対応などについて観光協会が中心となって活動をしています。 
町をあげての大切な取り組みです。 
今後も継続しながら､息の長い活動を維持することが 
必要だと思います。   「ストップ！えさやり！」 

経費も気 
になるし 
・・ 



 

議会の議事録は 
ホームページで読めますよ！ 

録音しているものを､そのまま文章

に起こしています。定例議会が終わ

ってから次の議会の約２週間ほど前

までにホームページに掲載されま

す。 
 

■ ホームページみてください。 http://akemichan.net /        桜井あけみ 議会レポート 
■ ブログ 「ふつう」の生活から http://akemiburogu.sblo.jp/    コメントを待っています。         
「桜井あけみ後援会」099-4351 斜里町ウトロ香川１０４            メールは koe@akemichan.net へ 

＊ここでお知らせできることの他にたくさんいろいろなことがあ

ります。どんなことでもけっこうですので、お電話などいただけれ

ばと思います。また、こうしたお便りを読みたい方がいらっしゃい

ましたら、送りますから、そちらもお気軽にどうぞ！ 

 

９月議会での一般質問 
 
１・ピロリ菌の検査を受けやすくするために助成しては？ 
昨年の６月議会でも質問しました。その時は、このピロリ菌についてよく調べられてい

なかったようで、一般の健康診断を受ける人の割合が低いので、検査を増やしても・・・

と言う回答でしたが、今回も同じような回答で､ガッカリ。たとえば改めて検査を増や

すことなく､血液検査などに組み入れるだけでも良いのです。これは、予防につながる

対応です。現在のがん検診のように、ガンが発見されて対応するのではなく､ガンにか

かりにくくする対策ですが・・なんだか、かみ合いませんでした。もう少し、積極的に

調べて欲しいものです・・。 
 
２・小学校の統廃合と一緒にへき地保育所も統合するのは疑問！ 
いくつかの学校が統廃合されました。学習環境の確保のために統廃合はされています

が、一方ではへき地保育所も閉所になっています。でも、保育所本来の目的からすると、

通所に有する時間など利用者のことを一番に考えて対応すべきだと思います。この質問

で､町もそれぞれの地域に見合った対応を心がけて計画していくつもりであることを答

えてくれました。 
 
３・学力向上の対策について、早急に検証すべき 
今年４月に実施された全国学力テストの結果、斜里町は平均よ 
りも低く、さらに網走管内でも、さらに低いポイントであるこ 
とが分かりました。学校は､一番には勉強する場所です。 
様々な原因が考えられますが、子どもは的確な対応には柔軟に 
対応する力を持っています。現在実施している方法がこれで良 
いのか？現場の先生を交えた対応を求めました。 
積極的に現場の先生を交えての対応を進めるとの回答でした。 

 

 いろいろな形
で議会も私も
情報発信して
います。みな
さん、見てく
ださい、聞い
てください！ 

ツイッターやフェイスブック

をやっています。興味のある方

は､是非、参加してみて下さい。

いろんな考え方があって楽し

いですよ。＊メールを送って戴

くときにはお名前、連絡先を書

いてください。お願いします。 

４ 

一
般
質
問
は､

議
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が
町
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政
策
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の
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★８月末に総務文教常任委員会の道外視察で燕市へ行って

きました。地域全体で教育に大変力を入れているところで

した。地域、行政、教育委員会、学校、職員室、教室・・

子どもにたどり着くにはいくつもの「エリア」があるのだ

と思いました。その「エリア」を通じて共通の思いを一つ

にしなければなりません。それが、とても難しいことです

が、やらなくてはならないはず。 
がんばるべき教育。子どもは未来です。 

 議会がなにをや
っているのか分
からないと言わ
れないように！ 

学校は勉強すると
ころ。まずは、や
っぱり勉強です。 
学ぶ楽しさは一生 
 続くはず。 

 

学ぶ楽しさ、学校という場所の

楽しさ、それがなかなか・・・ 


